
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

千屋小学校だより 

学校教育ビジョン 

「子どもは家庭で愛され、学校で学び、地域で育つ」 

千屋小学校ホームページは「新見市立千屋小学校」 
で検索するとご覧になることができます。 令和５年 ５月号 

                  ５月２日（火）に春の遠足で剣山（９６２ｍ）へ登りま 

した。この日は雲一つない絶好の登山日和でした。千屋小

学校では、これまで春の遠足で剣山へ登山していましたが、ここ数年は新型コロナウイルス感

染症の影響で行っておらず、久しぶりの登山でした。剣山への登山ルートは、美しい森側からと

明地トンネル側からの２ルートがありますが、今回は明地トンネル側から登りました。 

 学校からバスで千屋温泉まで移動し、出発式をしました。校長先生や担当の先生からのお話

の後、早速登山です。今回の遠足には、保護者の方４名も参加され一緒に登りました。林道を進

み、途中からの登山道を歩きました。足場が悪く、枝や木が倒れているところもあって、最初は

元気だった子ども達もさすがに疲れてきました。そんな時に子ども達がお互いに励まし合いな

がら登っている姿が大変微笑ましかったです。 

 かなり登って行くと開けた場所に到着しました。そこから見える景色は、鳥取県の大山や日

本海です。子ども達は元気になり、頂上を目指してラストスパート。剣山の山頂へ到着しまし

た。頂上からは３６０度の景色が広がり、眼下に見える千屋の家々や花見山、大山などの山々が

見えました。子ども達は、それまでの苦労を忘れ、登り切ったという達成感や充実感でいっぱい

だったと思います。 

 この遠足での登山を通して、頑張ることの大切さやみんなで協力すること、剣山という素晴

らしい山が千屋にはあることなど、体験を通してたくさんのことを学んだと思います。子ども

達にとって良い思い出がまた一つできました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

春の遠足で剣山へ 

出発式 登山道を登って 大山を見つけ 頂上で記念撮影！ 

                   
 
 

登山の魅力は何でしょうか？私は登山をしないので、推測にしかすぎ 
ませんが、多くの登山家は、頂上へ登った、○○山を制覇した、頂上か 
ら美しい景色を見たという達成感や充実感を味わうことでないでしょうか。 
しかし、頂上へ到達するには、数々の難所や苦労が必ずあります。それ 
を乗り越えてこそ、より一層登山の魅力が増すのだと思います。 
 人生は山登りに例えられることがあります。山あり谷あり…。５月の児童朝礼で子ども達に山登りの魅力を伝
えると共に、子ども達が持っている夢（今すぐにはできないけれど、やりたいこと）や目標を達成することを山登り
に例えて話しました。山のてっぺんは、子ども達がもっている夢や目標です。その夢や目標を達成するために、
子ども達は日々、勉強したり運動したりしています。これが山を登ることになります。山を登る途中には、難しいこ
とやなかなかできないことが出てきます。できるようになるためには努力する必要があります。早く登れるときもあれ
ば、少しずつの場合もあります。登るペースは一人一人違います。すごく高い山もあれば、あまり高くない山もあ
ります。こうして頂上に到達する、つまり夢や目標を達成すると、実際の山登りと同じように、達成感や充実感を
味わうことができ、またがんばろうという意欲がわいてきます。子ども達には、これからいろんな山登り（夢や目標
の達成）にチャレンジし、自信を身に付けて大きく成長して欲しいと願っています。私たち教職員は、子ども達の
山登りの指導や支援をしながら登頂できるように努めています。 

 

 



 

 
 
  
 千屋小学校から国道１８０号線を５ｋｍほど北上すると、明地 
トンネルがあります。春季遠足では、この明地トンネル入口付近 
の登山道から剣山へ登りました。 
明地トンネルを間近に見た際、ふと幼少期のことを思い出しま 

した。明地トンネルは、１９７４年（昭和４９年）３月、今から 
約５０年前に竣工しています。全長１１３０ｍで岡山県新見市千 
屋と鳥取県日野郡日野町を結び、明地峠にあります。当時の私は小学校への入学前後だったと
思いますが、父から長いトンネルができたので連れていってやると、軽四輪自動車に乗って出
かけたことを思い出しました。今は１０００ｍほどのトンネルは決して長くはありませんが、
その当時は珍しかったのかもしれません。季節はよく覚えていないのですが、竣工したのが３
月ですから、春だったのでしょうか。しかし、その日はトンネルに近づくにつれて雪が舞い、か
なり積雪があり、父の運転が大変そうだった記憶があります。結局、トンネルを通り抜けただけ
で、折り返して帰宅しました。 
 その時はトンネルを見に行ったぐらいにしか思っていませんでしたが、今考えると明地トン
ネルの完成は、その当時の人達の悲願であり、生活に潤いをもたらすものであったに違いあり
ません。実際、私の住んでいる哲多町から新見市正田へ通じる正田トンネルが完成したときに
は、便利になった、安全になったと感じたのも確かです。 
普段トンネルや道路、橋などを何気なく通ったり渡ったりしていますが、それぞれの物の完

成にはその地域のいろんな人達の思いや願いが込められていると、改めて考えさせられました。 
 

＜５月の論語＞ 
し い      とく  こ      かなら となり 

① 子曰わく、徳は孤ならず。必ず鄰あり。 
・先生の言葉 徳のある人というのは、決して孤立することはない。必ずその人のことをよく理解して

くれる仲間や協力者が現れるものである。（徳にもいろいろあるが、一つの徳が身に付けば、必ず他の

徳も身に付いてくるものである。） 

  ※「徳」とは、善い行い・正しい行いをすることが身に付いていること。 

  し  い     くんし   わ    どう   しょうじん どう   わ 

② 子曰わく、君子は和して同ぜず。小人は同じて和せず。 
・孔子の言葉 教養・徳性を身に付けた君子は、人と協調・融和できる。だからといって考えもなく人

の意見に同調することはない。しかし、教養も徳性も身に付いていない人たちは、自分の意見もしっ

かり持っていないので、簡単に人の意見に同調するが、自分の周りの人と協調できない。 

                          ※「クマ先生と読む論語」 森熊男著より 

 

 

 

 

校長の論語（ l o n g ）論語 ( l o n g )  a g o！（昔むかし ） 

 校長室の窓から 
 

～明地トンネルの思い出～ 

 

あ 

５月に入り､毎年行っている学習サポート 
が始まりました。学習ボランティアのみなさん 
に教えていただきながら、ドリルやプリントを進 
めます。 
今年も１年間どうぞよろしくお願いします。 

学習サポート開始！ 

６月の主な行事 

 １日（木）：プール掃除 
６日（火）：ＰＴＡ事業部会 18:30～ 
７日（水）：学習サポート事業 
８日（木）：花いっぱい集会 
９日（金）：教育委員学校訪問・プール開き 

１２日（月）：放課後子ども教室（むし歯予防） 
 

１３日（火）：租税教室 
１８日（日）：資源回収・アダプト事業 
２２日（木）：放課後子ども教室（造形教室）  
２７日（火）：不審者対応訓練・防犯教室 
３０日（金）：参観日・親子給食（1年） 
       救急法講習会・学級懇談  
       宿泊研修・修学旅行説明会 

※ QRコードを読み取ると 
  千屋小ＨＰにアクセス 
  できます。 



 


